
-
川
川

h
d
h
d
h
v市
刊
川
川
川
刊
L
h
H川
W
刊

w
h
山
h
U
4
一じ
て
、
各
班
ζ
と
に
調
査
琴

長

一は
そ
の
追
い
抜
か
ら
)
は
つ
ぎ
の
こ

一
一
現
在
登

録
し
て
い
る
お
米
屋
を
参
ず
る
こ
と
。

一

一
一付

υ
て
お
り
ま
す
の
で
、
昭
如
一一

一
と
を
十
二
月
ド
五
日
ま
で
福
祉
事

一-一
変
更
し
た
い
消
費
者
は
十
一
月
ム
代
理
登
録
変
更
子
て
の
世
竺
一
二
十
七
年
四
司
二
日
か
凸
二
十
八
年一
荷
一
室
之
は
出
禁
へ
お
知
ら
せ

一一一
ニ
ト
四
己
、
ニ
ト
五
目
、
ニ
ト
六
員
以
外
の
人
に
頼
ん
で
登
録

一一二
四
弓

一
日
ま
で
に
主
れ
た
子
供
を
一
く
だ
さ
い
。

一=一

J日
の
間
に
市
民
課

(出
張
所
地

変
更
を
す
る
こ
と
)はでき三三一三一

一一一

区

は

ま

せ

一

こ

ま

で

に

、
も
れ
な
く
蓄
を
だ
一
住
所

③
所
属
望
d
-

費留

l
l
i
l
i
-
-f一
出

張

ょ

が

米

屋

の

登

録

変

え

ん

ω

一
一さ

い

。

芸

率

直
摺
地
区

i
一
名
④
身
オ

議

警

告

l
i
l
l
-
-
一

i
l
l

二
一
所
)

へ
買
一J
一
曳
登
録
簿
で
調
査
し
ま
す
乃
で
一
⑤
選
出
母
若

者

草

月
日

子
供
の

火
遊
ひ
は
や
め
さ
せ
一

い

つ

も

水

の
用
意
を
し
て

士一一

へ
登

M
日

か

ら

渇

日

ま

で

室

一一二

来
曲
芸
の
人
ば
急
い
C
登
録
し
て
一
③
死
亡
者
は
死
亡
半
月
3
お
よ
び

ま
し
ょ
う
。

一

お
き
ま
し
ょ
う
。

一一
一一

録

変

の

あ

一

一

一

く
だ
さ
い

O

(

市
教
委
)
一
死
亡
場
所

⑨
死

亡

き

て
の
遺

火
の
始
末
は
完
全
に
い
た
し
一

も
し
も
不

幸

に

し

て

含

一

一

一

一

l
i
s-

一族
議
、
続
柄
、
氏
名

ま
し
ょ
う
一
し
た
り
、
火
災
を
発
芭
し
こ
と
一
一
一
喜
雲
市
民
課
お
よ
び
出
張

る
消
書
は
登
録
変
更
せ
き
一
一
二
ま
を

望

自

興
会

さ

は

一

(

福

準

君

煙
突
や
「
か
ま
ど
」

の
不
完
一
き
は
電
話

(
火
事
、
?
た
一
ι
一
所
に
準
備
し
て

3
2
5。
一

一

二

員

出

全
国
盟
史
の
編
一

;

;

;

一

く

一

一

一

提

出

し

て

く

だ

さ

い

。

(

市

民

課

)

三

濠

届

さ

ん

な

ら

び

に

有

一

水

害

義

援

金

ぽ

現

在

関

与

す

し

た

も

の

一

技

研

勾

早

報

せ

て

消

一

一

一

ム

主

食

通
帳
お

よ

び

印

鑑

を

持

一

一

千

鵠

れ

難
者
乃
碑
を
連
設

一

三

十

七

万

八

千

円

ガ
ソ
リ
ン
の
取
扱
い
に
は
火

一

寸

k
l
l
j
J
N
V
l
-
-w
t一
団

は

す

る

計

画

室

め

一

気
に

注

意

し

ま

し

ょ

う

。

一

夜

八

時

に

サ

イ

レ

ン

一

な

ど
の
防
火
査
察

一

来

年

小

学

校

入

学

児

は

一
沼

れ

て
お
り
ま
す
が
、
一妻
、
関
東
地
区
の
水
害
義
援
金

取
灰
は
燃
え
な
い
容
器
に
入
一
1
で
そ
の
霊
盟
申
つ
ぎ
の

7
二
十
六
日
午
前
八
時
事
召
集

τ月
5
日

ま

で

申

出

土

問

引

計

三

守

一

九

昨

日

討

す

日

日

れ
ま
し
ょ
う
。

一行
事
J

行

い

ま

す

。

一

の

「
サ
イ
レ
ン
」
吹

嶋

、

八

時

一

一

商

し

一

か

ま

ど
の
そ
ば
に
燃
え
易
い

一ム
毎
日
午
後
八
時
「
サ
イ
レ
ン
」
一

三
十
分
か
ら
消
防
車
に
よ
る
市

一来
年
四
月
一
日
で
小
学
校
に
人
学
一

元

山

元

満

洲

園
開
拓
団

一
物
足
十
個
一
九
七
一
一
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
一

物
は
置
か
な
い
よ
う
に
い
た
し

一

を
吹
鳴
(
三
十
秒
連
続

一
回
)
一
中
行
進
(
消
防
本
部
)
一
ず
る
子
供
を
調
査
す
る
た
め
に
、

一
賓
お
よ
び
同
義
勇
隊
員
で
帰
還
者
一

が
集
ま
り
ま
し
た
。

ま
し
ょ
戸

1
1
1
1
1
1し
催

、

作

牌

崎

1
i
i
J
E
l
--
」
時
品
川
崎
日
同
民
医
院
佐
1
1
1同

祉
事
務
所
)

が
あ
っ
て
申
請
書
用
紙
の
配
布
が
一
者
で

一
年

閣

に

お

お

む

一

で

禁
こ
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
一
な
お
不
明
の
点
法
六
村
市
選
挙

な
い
場
合
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
一
ね
六
十
日
以
よ
耕
作
の
業
一
執
行
猶
予
中
の
者

a

一

管
理
長
員
会
ま
た
は
大
村
市
農

事
務
局
ま
た
は
農
業
委
員
会
へ
申

一

務

に

従

事

す

る

そ

一

申

請

期

間

一

葉
委
員
会
へ
お
間
合
ぜ
/¥だ
さ

出
て
く
だ
さ
い
。

一
②
内
縁
関
係
は
同
居
心
震
に
一
↑
二

月

一
白
か
F
D
ト
二
月
五
同

一

ぃ。

(選
挙
管
理
委
員
会
)

資

格

が

あ

る

人

一
含
ま
れ
な
い
の
で
注
意
U
て

く

一

ま

で

一

①
大
村
市
豊
委
員
会
の
区
域
一
だ
さ
い
。

一

申
請
書
提
川
出
場
所

一

木

材

の

公

売

内
に
住
所
を
有
す
る
轡
干
才
一

資

格

が

な

い

人

一

一

以
上
の
者
(
昭
和
十
四
年
一
の
-禁
治
産
者

一

大
村
市
農
業

v

委
員
会
(
市
一
十
一
月
二
と
へ日
午
後
二
時
か
ら

一
一
一
月
六
日
ま
て
に
生
れ
一
審

F

」
以
上
の
刑
に
窓
口
れ
、
一
役
所
内
)

一
議
会
議
場
で
二

議

案

を

た
者
て
で

一
反
歩
以
上
の
一

そ
の
刑
の
絡
。
ま
で
の
者
一
記
載
上
の
注
意

一襲
積
じ
て
い
る
杉
、
櫓
、
丸
太
の

耕
作
の
業
務
を
営
む
者
お
よ
び
一①
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律一
申
請
貨
の
続
柄
の
欄
に
は
く
わ
し
一
公
売
を
行
い
ま
す
。

同
居
の
親
疾
ま
た
は
そ
の
配
備
一
の
定
め
る
選
挙
に
関
す
る
犯
罪

苧い
続
柄
ぞ
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
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包
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料
理
教
室

火
仁
親
し
む

季
節
と
な
り

火
災
も
多
発

の
期
を
迎
え

ま
し
た
。

と
の
火
災
の

予
防
を
特
に

強
調
す
る
た

め
十

一
月
二

十
六
日
か
ら

十
二
月
二
日

ま
で
の
一
週

間
、
全
国
的

に
火
災
予
防

運
動
が
行
わ

れ
ま
す
。
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有
資
格
者
は
洩
れ
な
い
よ
う
に

農
業
委
選
の
名
簿
調
製

(
農
林
課
)



該
当
者
は
直
接
送
付
し
て
お
り
一
ま
だ
検
診
(
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
)
一
①
富
ノ
軍
部
字
銀
野
干
八
十
八
番

ま
す
殴
替
申
告
書
に
必
要
事
項

、を
守
け
で
な
い
人
は
、
逐
次
各
地
一
の
ニ
宅
地
一
白
-
じ
坪

昭
和
三
十
三
年
連
麦
の
被
害
に
一
帯
記
入
の
上
指
定
白
に
取
替
え

一区月

一実
施
申
で
す
か
r
h
保
険
衛
生
一
⑦
主
謀
辛
関
山
ヘ
百
一
一一
十
三
番

対
す
る
共
済
金
が
決
定
し
て
お
一
て
く
だ
さ
い
。

一課
へ
お
間
ヨ
せ
の
よ
、
該
当
官
は
一
回
一
町
一
畝
一
一

J

歩

農
或
の
皆
様
に
「
農
業
共
済
事
一
(
事
業
の
種
類
、
組
合
員
の
資
り
ま
す
が
支
払
い
は
来
年
一
月
一
な
に
か
の
都
合
九
取
替
え
が
で
一
も
れ

-7受
け
て
ノ
だ
さ
い
。
↑
安
一
嘉
吉
津
九
百
二
十

J

番

業
」
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
い
一
格
の
順
)
一
牛
馬
の
流
行
性
感
官
が
、
最
近
南
一
以
降
に
な
る
見
込
み
で
す
。
一
き
な
l
方
は
十
一
月
二
十
六
日
一
(
保
隙
衛
生
絹
)
一
の
ニ
畑
川
畝
二
十
六
歩

た
し
ま
す
。

一
農
作
物
共
演
者
、
麦
、
一
九
州
地
区
に
発
生
し
各
地
に
拡
が
一
作
付
申
告
昭
和
三
十
四
年
産
て
一
十
七
回
(
午
前
九
時
よ
捗
一

1

1

1
1

一安
「
津
邸
宅
黒
山
一
一
百
一

一ト

事

話
器
国
一
一
一
言
住
民
耕
作
一
一
一
一
一
市
町
一
一
一
一
一
一
一
一
一
日
正
一
一
一
一
駐
日
間
一
日
比

ι日一明日間一一日日

と
れ
は
農
業
者
が
不
慮
の
事
故
に
一

蚕
繭
共
演

春
蚕
、
夏
秋
蚕
一

計
画
的
に
訪
問
さ
せ
、
健
康
診
断
一
合
員
へ
送

付

し

ま

す

〕

一

l

l

i

一
の
と
お
り
を
ご
ま
ず
か
ら
一
⑬
木
場
郷
平
主
堀
手
六
百
五
十
三

い十日リ七日持
U

一昨
日
開生産
者(当然一れれ訪日記日一
詩
白
川
計
一一十五
一
一
)
「
五
詰
詰
四
旦
詳
時
一
十
有歩

を
図
り
、
興
業
生
産
力
の
発
展
-
L
家
畜
共
済

牛
、

馬
一十

互

い

。

一

(

農

林

課

)

一

針

て

氏

で

お

知

ら

一
A
公
売
日
時

昭
和
三
十
三
半
十
一

D
諏
方
郷
言
語
凶
白

L
番
り

昨
日
間
以
内
主
計
忠
告
書
一
一
バ
ト
仁

li-
-百
万

日
一ムト日町
長与しいし九日十一審

の
内
容
お
よ
ひ
組
合
員
の
資
格
に

一
任
意
共
済
建
物

(短
期
定

期

一

一

後

の

一

月
十
日
か一

ム
入
札
方

ノ
{
託
金

入
札
金
額
一
一

回
二
畝
二
十一
一一歩

つ

い

て

は

つ

ぎ

の

と

お

り

で

す

。

一

預

金

前

記

農

京

一

金

額

加

入

ニ

取

替

え

は

お

忘

れ

な

く

一

間

り

ら

各

公

民

間

一

2
分
の
互
ょ

l

一
外
四
歩
畦
畔

一

(

家

畜

任
意

会

は

任

意

加

一

一

週

寄

な

ど

で

実

庖

一

ム

代

金

明

方

世

良

和

一

⑬

四

の

郷

芸

盗

人

二
干
四
十
ニ

事

業

お

よ

び

組

合

員

一
入
で
、
組
合
の
広
須
事
業
と
な
一
原
動
機
付
自
転
車
の
棟
識
が
全
国
一
も
標
識
の
取
替
え
を
実
施
し
て
お
一
一

最

申

の
結
核
健
一
へ
農
地
Q
/売
に
つ
い
て
は
県
知一

審

畑

六
畝
十
一

歩

の

資

格

一
っ

て

い

る

)

一

的

に

統

一

さ

れ

た

の

で

、

本

市

で

一

り

ま

す

。

一

一

は

顕

診

断

(

レ

一

事

ω発
す
る
岨
格
証
明
書
を
有
一
四
の
郷
字
鏡
山
二
平
百
止
十
一

一

¥

一

す

る

も

の

に

限

り

公

売

を

許

可

一

一

-

.

一

l

人

ン

ト

ゲ

ン

撮

一

一

番

畑

山
畝
八
歩

生

業

資

金

な

ど

貸

付

ヨ

継
続
資
金
で
母
子
資
金
の

受
付
↑
目
か
ら
施
行
す
る
こ
と
に
し
ま
し
一
円
を
限
度
と
し
て
母
子
世
帯
に

生

一

果

い

一

影

)

重

L
す

る

一

四

の

郷

宇

鏡
山
一
一
千
百
二
十
九

一
け
は
い
ま
ま
で
期
聞
を
決
め
て
受
一
た
。

一
活
資
金
を
貸
付
け
る
乙
と
に
な
り

一

吉

な

た

人

の
結
果一

〈一
公

売

物

汗

一

審

畑

三

畝

十

七

歩

化

本

年

度

下
半
期
の
母
子
一
付
け
て
い
ま
し
た
が
、
今
後
は
い

一従
来
、
母
子
家
庭
の
児
童
が
就
職
一そ
の
資
金
(
現
金
)
を
各
地
区
常

τr)
は
約
一
書
一
①
犬
村
町
木
場
副
字
禁
場
九
百
一
⑬
池
田
郷
宗

主

七
↑
八
番

強

福

祉

資

金
を
つ
ぎ
の
と
一
つ
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

一
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
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ハ(昭和3間話芸品品物認可)(都品弘)大村市政だよ

そ
の
他
の
農
家
は
本
人
の
申
出

に
よ
り
加
入
も
し
く
は
脱
退
が

で
き
ずか。

(二〉

農
家
の
た
め
の
共
済
事
業

麦
の
共
済
金
は
来
年

大
い
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
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牛
馬
の
感
冒
が
流
行


